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研究成果の概要（和文）：1.発達障がい児デイサービス利用者の中高生16名の子どもを対象として、プログラムを開発
した。内容は大人になるからだ、プライベートゾーン、わたしの場所とみんなの場所、恋愛、安心できる距離等で構成
した。実施時間は2時間程度でピア・エデュケーションを応用した。視覚教材やロールプレイを用いたことが有用であ
った。職員もプログラムに参加することで，教育方法がわかり，プログラム内容を記載した学習ノートを渡すことで，
学習の継続が図られた。
2.発達障害児の性発達を支援するためのネットワーク作りのために、「長崎“障がい児・者の性”を考える教育研究会
」を平成22年9月に発足し、その成果をHPと通信で発信した。

研究成果の概要（英文）：We developed a program for 16 junior and senior high school students who use day 
health care services for disabled children. The program included the following topics: Body becoming an 
adult, Private zone, My personal space vs. your personal space, Love, and Distance that creates a sense 
of security. This program took about two hours to be completed. It employed peer education. It was useful 
to use visual aids and role playing. The staff could understand appropriate sex education methods by 
participating in this program, and continuous learning was planned by distributing a notebook in which 
the contents of the program were described. For networking to support sexual development in children with 
developmental disabilities, we established the Nagasaki Education Society for Study of Sex in Disabled 
Children and Adults in September 2010 and presented its findings on our website and newsletters.
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１． 研究開始当初の背景 
研究代表者はこれまで知的障害児や自閉
症児・者の性教育の実施状況、保護者らの
認識を調査し、保護者は我が子の性発達・
性行動に戸惑いや葛藤を感じていること、
学校や療育現場では必要性を認識しつつも
系統的な性教育はあまりなされていないこ
とを報告している。 
一方、性教育の方法論としてピア・エデュ
ケーション（仲間教育）が世界的に注目され
我が国でも多くの自治体で実施されている。
研究代表者はこのピア・エデュケーションを
12 年前から地域で実践し、思春期糖尿病患
児の性教育にピア・エデュケーションを応用
しその有用性を確認している。さらに自閉症
児・者の保護者の認識と保護者から見た性発
達、性行動の実態と問題行動の調査を行ない
、自閉症児・者の性発達は生理的には定型発
達児と変わらないことを確認している。しか
しその行動特性から来る性的問題行動に母
親達は悩んでいることも明らかになった。 
 
２．研究の目的 
発達障害児の性発達・性行動については、

障害の程度と関係なく通常の発達をする事

が明らかにされているが、彼らの行動特性か

ら性的問題行動を起こしやすく、社会不適応

を招きやすい。 

しかし、我が国においては発達障害児の性発

達を保障するための研究はほとんど行われ

ていない。 
そのため本研究の目的は発達障害児の性
発達支援プログラムを開発するとともに、専
門家が彼らの性発達をサポートできるため
のネットワーク作りをすることである。 
 
３．研究の方法 
 1）プログラムについて情報収集し、我が

国で実践可能な発達障害児用個別および

小グループ性教育プログラムを作成する。

小グループ用プログラムにはピア・エデュ

ケーションを用い、また遺伝教育プログラ

ムも発達障害児用性教育に応用する。 

2）作成したプログラムを試行的に実践し、

評価を行う。評価には発達障害児の療育・

治療を担当している作業療法士、臨床心理

士、精神科医と共に行う。評価結果を基に

プログラムを修正 

3）思春期・青年期の発達障害児用性教育テ

キスト、ＤＶＤを作成する。 

4）発達障害児・者に関わる専門職者（作業
療法士、教師、臨床心理士）の研究会を立ち
上げ、性発達を支援するシステムの構築につ
いて検討する。 
 
４．研究成果 
1）特別な支援を必要とする中・高校生に対
する性教育のプログラムの開発と実践につ
いて 
（1）目的：特別な支援を必要とする中高生
の性教育プログラムを開発し，実践する。 
（2）研究方法 

対象：障がい児デイサービス利用者で特別な

支援を必要とする中高生 34名のうち，性的

問題行動があることから教育・支援が必要と

職員が判断した 16名の子どもと職員。 

（3）結果 

プログラム開発について：特別な支援を必要

とする中・高校生に対する性教育プログラム

を開発した。本学学生によるピア・エデュケ

ーション（PE）の方法を用いた。 

プログラム 

＜展開 1：大人になるからだ＞ 

・「ひろちゃん・ゆうきちゃんパネル」を用い、男女の違いと二次性徴について 

＜展開 2：プライベートゾーン＞ 

・プライベートゾーンの具体的な部位とプライベートゾーンとはどういうところか 

＜展開 3：わたしの場所とみんなの場所＞ 

・プライベートスペースとパブリックスペースについて 

・プライベートスペースでのみ行っていいことについて 

＜展開 4 ①大人になるこころと約束（恋愛メーター）＞ 

・恋愛感情について 

・恋愛の約束と大人の約束について 

＜展開 4 ②：大人になるこころと約束（安心できる距離）＞ 

・人との距離の取り方について 

＜展開 5：まとめのロールプレイ＞ 

・展開 1～4をもとにしたロールプレイ 

＜修了式＞ 

・修了証書とプログラムで勉強した内容をまとめた「からだノート」を渡す。 

評価：全体として PEで行うことでより学び

やすい環境を作ることができた。絵を多く取

り入れた教材やロールプレイを用いたこと

が有用であった。職員もプログラムに参加す

ることで，性教育の方法がわかり，プログラ



ムの内容を記載した学習ノート渡すことで，

さらに学習の継続が図られた。 

2）特別支援学校寄宿舎における性教育プロ

グラムの検討 

（1）目的：特別支援学校寄宿舎における性

教育プログラムを開発し,実践・評価する。 

（2）.研究方法 

対象：A県教育センターが主催する寄宿舎指
導員等研修の参加者のうち同意の得
られた 61名 

実証的研究 :前年度試行的に実践したプログ
ラムを改良して開発・実践 
調査研究：対象者に対する質問紙調査 

 調査に関しては長崎大学医歯薬学総合研

究科倫理審査会の承認を得て実施した． 

（3）結果 
プログラムの内容と目的 

 
評価 
 今後実践できると思うかという質問に対し
て,展開 1,2,4は９割以上,展開 3,5について
は８割が実践できると評価していた。 

3）遺伝教育プログラムの開発と評価 

（1）目的：我々は米国の遺伝教育プログラ

ムを翻訳し，さらに日本の文化や子ども達の

興味を考慮して改変した独自の遺伝教育プ

ログラムを開発し，2004 年より一般市民や

子ども達を対象とした公開講座で実践をか

さねている 1）2）．本プログラムは発達障害児

が唯一性、多様性を理解する教育プログラム

として応用可能と考える。 

(2)研究方法 

対象：Ｎ市内の小学校高学年とその保護者 

方法：参加型学習プログラムを取り入れ，受

講者が楽しく学べることをコンセプトとし

てプログラムを構成した。 

  プログラム 

始まりの会（20 分）：オリエンテーション・ 

自己紹介，連想法によるプレテスト 

1.PTU の味（30 分） 

2．特徴探し（20 分） 

休憩 

3．遺伝の木（35 分） 

4．特性ゲーム（10 分） 

5.まとめ（５分） 

終わりの会（10 分） 

 連想法によるポストテスト・修了式（20 分） 

講座の開始前と終了後に自由連想法調査を

用いて評価した。調査に関しては長崎大学医

歯薬学総合研究科倫理審査会の承認を得て

実施した． 

（3）結果 

①受講者の背景：小学校 3～6年生 19人，保

護者 9人であった．  

②評価：子どもの結果では講座受講前の反応

語数は 58 であったが，受講後は 94 と増加し

ていた．またカテゴリー数では受講前 4から

7へ増加し，その内容も「多様性」「唯一性」

といった受講前にはなかった今回の講座の

主要概念が受講後には反映されていた．エン

トロピーは 5.362 から 6.004 となり，遺伝に

対する概念の広がりがあったものと思われ

る．保護者の反応語は 66 から 57 に減少して

おり，エントロピーも 5.62 から 5.482 と低

下していた．しかし反応語の内容では子ども

達と同様に「多様性」「唯一性」のカテゴリ

ーが追加されていることから，学習目標に沿

って概念が集約されたと考えられる． 

自由記述：子ども 18 人，保護者 8 人から寄

せられた自由記述を KJ 法で分析した．子ど

もの記述では「遺伝についてよくわかった」

が最も多く見られていた．また「遺伝は意外

に簡単だった」という記述もあり，遺伝に対

する難しいというイメージが軽減されたこ

とがうかがわれた．保護者では親子で楽しく

参加できたことへの評価が見られ，講座の主



要概念である「唯一性」についても多く述べ

られていた．以上，単一自由連想法と自由記

述の分析から，遺伝教育の本質であり，また

我々の講座の主要概念でもある「唯一性」と

「多様性」については受講者に十分伝わった．

また講座実施中の受講者の様子や自由記述

の分析からも単に遺伝の知識レベルに働き

かけるだけではなく，参加型学習を通して楽

しく学ぶことができ，その結果として遺伝に

対するイメージの変化も見られ，発達障害児

の教育にも十分応用可能と考えられた。 

 
４）研究会の組織及びHPによる情報発信 
発達障害児の性発達を支援するためのネ
ットワーク作りのために、「長崎“障がい児・
者の性”を考える教育研究会」を平成 22年 9
月に発足し（現在会員 80人）、年 4回の研究
会・情報交換会を開催し、その成果を
HPhttp://www.nagasaki-sexuality.org/ 
と事務局通信で発信した。 
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